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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
その刃先が対向して配置される回転刃間にプリント基板を搬送して切断するプリント基板
切断装置において、
前記回転刃がその軸方向に摺動可能に複数枚多列に配置されている一対の回転軸と、
前記回転軸に配置される複数枚の回転刃を縮小付勢する弾性手段と、
を備え、
前記弾性手段は、一対の回転軸の両端側に配置され、回転軸に複数枚多列に配置される回
転刃をその軸方向内側に縮小付勢する一対のスプリングであることを特徴とするプリント
基板切断装置。
【請求項２】
前記一対の回転軸の一方に回転駆動部が設けられ、
他方の回転軸が搬送されるプリント基板に当接する回転刃との摩擦力によって自由回転可
能に配置されていることを特徴とする請求項１記載のプリント基板切断装置。
【請求項３】
前記一対の回転軸の軸方向に沿って設けられた溝に前記回転刃が多列に配置され、
前記回転刃の軸方向への自由摺動を可能にすることを特徴とする請求項１又は２に記載の
プリント基板切断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は電子機器製造において用いられるプリント基板切断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子機器などのプリント基板を効率よく生産するため、大判の状態で回路を形成
した製品を切断装置を用いて、多数個に切断（カット）する方法が各種検討されている。
　従来の切断装置においては、例えば図３（ａ）に示すように、実装前の基板の状態でＶ
カットマシンにて予めスクライブラインとなるＶ溝の形成加工を予め行い、その後Ｖ溝に
沿って分割する。
　このような従来の切断装置を用いた切断方法においては、Ｖ溝形成加工用のホイール（
回転刃）を基板に押し付け、ホイールを回転させながら基板上を走査させ、基板表面にス
クライブライン（Ｖ溝）を形成加工し、その後、基板に圧力を印加してスクライブライン
に沿って基板を分割するようにしている。
【０００３】
　基板切断における従来技術に関連して、例えば、特許文献１にはホイールの円周面にＶ
字状の刃を形成しホイールと基板との間の摩擦力を上げ、ホイールの回転を安定させる方
法が開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、基板の切断に用いるホイールと同軸に連結され、このホイール
の回転を補助するための補助ローラを備えた基板切断装置が記載されている。
　また、特許文献３には、複数の回転刃を同軸上に等間隔で配置してスクライブラインに
沿って走行させることによって基板を一度の走査で多列分割する装置が記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平６－５６４５１号公報
【特許文献２】特開２００４－１１７５４０号公報
【特許文献３】特開２００１－１４４４０７号公報（図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１や特許文献２の方法においては、基板との間の摩擦力が付加
され、スクライブラインの側面やスクラブライン近傍に凹凸や傷が形成されることから、
それら凹凸や傷を起点とした切断不良が発生しやすいという問題があった。
【０００７】
　また、特許文献３のように、複数の回転刃を回転軸に同軸上に多列に配置した切断装置
においては、各回転刃が回転軸上に固定されているので、一枚の基板に一度の操作で多数
列のＶ溝を形成しようとすると、複数の回転刃が各Ｖ溝にそれぞれ挿入されることによっ
てカットされた基板が幅方向（回転刃の軸方向）にずれ、Ｖ溝に挿入された回転刃も軸方
向（外側方向）へ変形させられることによって、回転刃の割れや欠けが発生するという問
題があった（図３（ｂ）参照）。
【０００８】
　本発明は、前記従来の課題を解決するためになされたもので、上下一対の回転刃で基板
を一度の操作で多列に切断する際において、回転刃に生ずるストレスを解消して、回転刃
の破損を防止するとともに、基板切断操作を歩留まりよく効率的に行うことができるプリ
ント基板切断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（１）本発明に係るプリント基板切断装置は、
その刃先が対向して配置される回転刃間にプリント基板を搬送して切断するプリント基板
切断装置において、
前記回転刃がその軸方向に摺動可能に複数枚多列に配置されている一対の回転軸と、
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前記回転軸に配置される複数枚の回転刃を縮小付勢する弾性手段と、
を備え、
前記弾性手段は、一対の回転軸の両端側に配置され、回転軸に複数枚多列に配置される回
転刃をその軸方向内側に縮小付勢する一対のスプリングであることを特徴とする。
【００１０】
（２）本発明のプリント基板切断装置は、上記（１）において、前記一対の回転軸の一方
に回転駆動部が設けられ、他方の回転軸が搬送されるプリント基板に当接する回転刃との
摩擦力によって自由回転可能に配置されていることを特徴とする。
【００１２】
（３）本発明に係るプリント基板切断装置は、上記（１）又は（２）において、
前記一対の回転軸の軸方向に沿って設けられた溝に前記回転刃が多列に配置され、
前記回転刃の軸方向への自由摺動を可能にすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、回転刃がその回転軸上に摺動可能に複数枚多列に配置されるとともに
、前記回転軸に配置される複数の回転刃の間隔を軸方向内側に縮小付勢する弾性手段を備
えているので、上下一対の回転刃で基板を切断する際において回転刃に付加されるストレ
スを解消して回転刃の破損を防止することができ、基板切断工程を歩留まりよく効率的に
行うことができる。
【００１４】
　さらに、従来における基板の手割り工程を省略して、プリント基板の切断を機械化する
ことができ、手割りで発生しやすいハンダ付け部分やパターン部分の損傷を防ぎことがで
きる。
　また、不要な切り屑が発生せず、しかも、複数枚多列に配置した回転刃間への安定した
基板供給を可能にして連続切断の生産効率性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例に係るプリント切断装置の概略正面図である。
【図２】本発明の実施例に係るプリント切断装置の側面図である。
【図３】本発明の実施例に係るプリント切断装置において、回転刃の回転軸への取り付け
方法を示す説明図であり、（ａ）は止めネジによって取り付ける場合、（ｂ）はキー溝に
よって取り付ける場合、（ｃ）はスプラインによって取り付ける場合を示す。
【図４】プリント切断装置における問題点を説明する概略説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の一実施形態に係るプリント基板切断装置は、その刃先が対向して配置される回
転刃間にプリント基板を搬送して切断するプリント基板切断装置において、前記回転刃が
その軸方向に摺動可能に複数枚多列に配置される一対の回転軸と、前記回転軸に配置され
る複数枚の回転刃を縮小付勢する弾性手段と、を備えるように構成されている。
　これによって、上下に対向配置された複数枚の回転刃間に基板を挿入して、一度の操作
で切断する際において、基板の切断部に挿入によって生ずる回転刃の回転軸外側方向への
ストレスを、回転刃を軸方向に摺動させることで解消するとともに、回転刃の幅方向への
広がりを弾性手段によって縮小付勢するように作用して、切断刃の割れや欠けなどの発生
を防止することができる。
【００１７】
　プリント基板切断装置は、電子部品等に使用されるプリント基板の原基板を、一度の操
作で多列状に正確・迅速に切断することを可能とする装置である。
　プリント基板については、大判の原基板にエッチング・実装を行い、切断してチップ製
品とする。その際、最終工程の切断を容易にすべくエッチング処理後基板にＶ溝を多列直
線状または碁盤目状に施すことが一般的である。
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　これら各工程については機械化が進む中、最終工程である切断については、「くさび型
」の回転刃を挿入して切断する作業を行う。
【００１８】
　回転刃は、その刃先部分の円周先端がＶ字状に形成されているとともに、その中心には
回転軸へ取り付けるための軸穴が形成されたドーナツ状の円盤状を呈している。
また、回転刃の刃先の断面はＶ字状を呈しており、先端角度は約１５～５０度程度に設定
されている。
　回転刃材質としては、高速度鋼(SKH51)などを適用でき、さらには特殊コーティングに
よる長寿命化を図ることもできる。
【００１９】
　回転軸は、回転刃の回転を規制するとともに、回転刃の軸方向への摺動を許容するよう
に溝やスプライン等が形成されている。
　回転軸を電動モータなどに連結される駆動軸とする場合には、ギアボックスなどを介し
て動力が伝達される。
　なお、上下一対の回転軸間の距離は、ネジスライド機構などを介して調整可能に設定す
ることができる。
　各回転刃の間隔は回転刃間に介挿される厚みの異なるスペーサーなどによって調整可能
とすることができる。
【００２０】
　弾性手段としては、回転軸に配置される複数枚の最外列回転刃の外側から内側方向に縮
小付勢するためのスプリングや合成樹脂製パッキンなどを用いることができる。
切断部による回転刃の広がりを縮小付勢させる機能を有している。
　これによって、回転刃や基板の割れ、欠けを防止することができる。
なお、基板の幅決めガイドを設けることによって、さらに安定した連続切断が可能である
。
【００２１】
　本実施形態に係るプリント基板切断装置は、前記回転軸の一方に回転駆動部が設けられ
、他方の回転軸が搬送されるプリント基板に当接する回転刃との摩擦力によって自由回転
可能に配置することもできる。
　これによって、基板の搬送に連動して回転して切断部を形成する。
また、下刃も上刃と同様に軸方向に縮小させる縮小付勢手段を有している。
【００２２】
　さらに本実施形態に係るプリント基板切断装置は、前記弾性手段が前記回転軸の両端側
に配置され、積数列多列に配置される回転刃を、その軸に沿ってその内側方向に縮小付勢
する一対のスプリングとすることもできる。
　これによって、プリント基板の切断に用いる回転刃間を伸縮付勢することができるフロ
ーティング状態に保持するとともに、装置構成をコンパクトに設定することができる。
【００２３】
　回転刃を用いて基板をカットする際には、その刃部の厚さ分の幅方向の広がりが生じ、
その切断部に挿入された複数の回転刃も幅方向（回転軸方向）に移動させられて歪みが発
生する。
　すなわち、刃先角度３０度の回転刃を基板に挿入すると、基板には上下方向より３０度
の角度でＶ溝の切断部が形成されて切断されるが、その際、複数の回転刃を基板に挿入し
て、一度の操作で多列の切断を実行しようとすると、切断部に挿入されている回転刃も幅
方向に広がることになり、回転刃には歪み（ストレス）が発生し破損しやすくなる。
そこで、各回転刃の回転軸方向への摺動を許容し、回転刃には歪み（ストレス）を発生さ
せないようにしている。
【００２４】
　最外側に配設された２枚の回転刃の外側両端には、スプリングを配置して、複数枚の回
転刃をそれぞれ軸方向内側に縮小付勢するようにしている。
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　このような回転刃の幅広がりによるストレスを効果的に解消するともに、各回転刃をフ
レキシブルに支持して、スムーズな切断加工を連続的かつ安定的に行うことを可能として
いる。
【００２５】
　また、本実施形態に係るプリント基板切断装置は、前記回転軸の軸方向に沿って設けら
れた溝に複数の前記回転刃が複数枚多列に配置されており、前記回転刃の軸方向への摺動
を自在可能にするとともに前記回転軸の回転駆動力を伝達可能にしている。
これによって、切断時の回転刃の破損を防止している。
【実施例】
【００２６】
　以下、本発明のプリント基板切断装置の実施例を図面を用いて詳細に説明する。
図１は本発明の実施例のプリント切断装置の概略正面図であり、図２はその側面図である
。
図３は、実施例のプリント切断装置において、回転刃の回転軸への取り付け方法を示す説
明図である。
図４はプリント切断装置における問題点を説明する概略説明図である。
図１，図２、図３（ａ）に示すように、本実施例のプリント基板切断装置１０は、装置本
体１１に支持体１１ａ、１１ｂを介して配置された上下一対の回転軸１２、１３と、それ
らの回転軸１２，１３の軸面に設けられた溝１４ｂに沿って止めネジで複数枚取り付けら
れた各７枚の回転刃１４と、軸上に配置された各回転刃１４を縮小付勢するように回転軸
１２，１３の左右両端に配置された弾性手段の一例であるスプリング１５、１６とを備え
ている。
　また、回転刃１４の回転軸１２，１３の取り付けは、図３（ｂ）に示すように溝１４ｂ
に沿ってキー１４ｄを差し込む方法や、図３（ｃ）に示すようにスプラインを形成する方
法もある。
【００２７】
　また、下段側の回転軸１３には、回転軸１３に回転駆動力を伝達するための電動モータ
１７と、上段側の回転軸１２の高さ位置をネジ送り調節して上下に対向配置された回転刃
１４の刃先の間隔を所定値に設定するための刃先間隙調整機構１８とを備えている。
【００２８】
　回転軸１２、１３は上下一対として設けられており、各回転軸１２、１３には、複数枚
の円盤状の回転刃１４が回転刃ホルダー１４ａや任意の厚みを有するスペーサーなどを介
して多列に装着されている。
　各７枚の回転刃１４は、その中心に回転軸１２，１３に止めネジ１４ｃよって回転が規
制され、回転軸の回転に伴って、全回転刃１４が滑ることなく同時回転するようになって
いる。
　また、各回転刃１４は軸方向に動き得る自由度を有するように（軸方向に摺動可能）、
回転軸１２，１３への回転刃１４の取り付けが調整されている。
【００２９】
　回転刃１４は、その刃先断面が約１５～５０度の略Ｖ字状や丸型状などであって、プリ
ント基板の材質や厚みなどに応じて、適正な刃先角度、形状に設定されたものを適宜用い
ることができる。
　また、各回転刃１４の間隔は、刃先間隔調整機構１８によって上側の回転軸１２の位置
を調整することによって設定することができる。
【００３０】
　図４に示すように、大判のプリント基板の原基板Ｐは、チップ大に小分割するため、プ
リント基板分割装置１０にてスクライブラインとなるＶ溝に沿って分割される。
　本実施例のプリント基板切断装置１０はこの分割工程で使用され、複数の回転刃１４を
回転軸上に配置させたことによる多列切断を可能にするとともに、材質及び形状面で多様
化する基板素材(アルミ銅等）にも対応可能な多列切断を実行することができ、回転刃１
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【００３１】
　すなわち、本実施例のプリント基板分割装置１０は、７列の回転刃１４を有し、様々な
基板のタイプに対応すべく、切断される一列分の幅寸法を可変とすることができる切断装
置とすることができ、原基板Ｐを安定送りさせる機構や、回転刃の回転速度等の各種制御
装置を設けることもできる。
　また、回転刃１４については、そのＶ字状の刃先を挿入して切断することはもちろん、
原基板Ｐの素材に応じて刃部の形状の回転刃を用いることができる。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　本発明のプリント基板切断装置は、回転刃がその回転軸に対して摺動可能に複数枚多列
に配置されるとともに、回転軸に多列に配置される回転刃間を縮小付勢する弾性手段を備
えているので、上下一対の回転刃で基板を切断する際において回転刃に生ずるストレスを
回転刃を軸方向に摺動させることで解消するとともに、回転刃の幅方向への広がりを弾性
手段によって付勢して回転刃の破損を防止するようにした。
　これによって、基板切断工程を歩留まりよく効率的に行うことができ。産業上の利用可
能性が極めて高くなり、今後増加が予想される軽金属製基板の切断にも適用が容易となる
。
　また様々な大きさや素材の基板に柔軟に対応することもでき、汎用性を高めることもで
きる。
　こうして、基板実装工程の完全機械化及び大幅な生産効率の向上が可能であり、各種電
子部品等製造メーカー及び産業用機械製造メーカーへの適用が期待される。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　　プリント基板切断装置
　１１　　装置本体
　１１ａ、１１ｂ　　支持体
　１２、１３　　回転軸
　１４　　回転刃
　１４ａ　　回転刃ホルダー
　１４ｂ　　溝
　１４ｃ　　止めネジ
　１４ｄ　　キー
　１４ｅ　　スプライン
　１５、１６　　スプリング（弾性手段）
　１７　　電動モータ
　１８　　刃先間隔調整機構
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